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平成２６年度医療費通知(柔道整復療養費分)事業計画（案）について 
 
１ 目的 

対象となる被保険者が自ら受診状況を確認し、健康に対する認識を深めていただくこ 
とで、効率的かつ効果的な受診につなげ、被保険者の負担軽減に結びつけること。 
また、医療費通知は、「厚生労働省行政事業レビューの改革案」（平成２２年５月策定） 

に沿って、全広域連合での実施を目指すものと位置づけられていることと併せ、柔道整 
復、はり・きゅう、あんま・マッサージの施術に対する療養費（以下「柔道整復療養費」 
という。）の支給適正化に係る厚生労働省への会計検査院からの指摘（平成２２年１０月） 
を踏まえ、特に柔道整復療養費についても、積極的に医療費通知を実施するもの。 

 
 
２ 事業内容 
(1) 事業内容 

ア 通知の発送：年４回通知（四半期毎） 

イ 通知内容 ：柔道整復療養費の施術を受けた被保険者に対し、施術機関名、施術 
日数、医療費、保険者負担額を記載して通知。 

ウ 対象件数 ：約６，８００件 
 
(2) 事業経費及び財源について 

    事業経費（平成２６年度）：１７８万円 
    財源内訳：国庫補助金１／６ 一般財源５／６ 
 
(3) 期待される効果 

被保険者が自身の受診状況を医療費通知によって確認することより、効率的かつ効 
果的な受診を意識する機会となること。ひいては被保険者の負担軽減が図られること。 

 
(4) 目標とする成果の指標 

柔道整復療養費に係る年間医療費１件当たり額１２，０２８円を５％(６０１円)縮 
減する。（平成２４年度柔道整復療養費総額 ５億２，３４７万円〔４３，５２３件〕） 

 
(5) 効果額 

▲２，６１７万円（平成２４年度の年間柔道整復療養費を基準として、その５％相 
当分） 

 
(6) 検証方法 

    柔道整復療養費に係る医療費を前年同期と比較する。 
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３ 事業実績 
 平成２５年度送付件数 

受診年月 送付年月 送付件数 備考 

H25.01～H25.03 Ｈ25.06 5,581 件   

H25.04～H25.06 Ｈ25.09 6,757 件   

H25.07～H25.09 Ｈ25.12 6,672 件 
 

H25.10～H25.12 Ｈ26.03 6,757 件 ※見込 

合計 25,767 件   

 

４ 成果 
柔整療養費の状況 

区分 
平成２４年度 

（H24.3～H24.10） 

平成２５年度 

（H25.3～H25.10） 
増減 増減率 

被保険者数（平均） 184,001 人 186,695 人 2,694 人 1.46% 

件数 30,299 件 30,675 件 376 件 1.24% 

柔整療養費 369,772,014 円 356,591,851 円 ▲13,180,163円 ▲3.56% 

申請書１件当たり

額 
12,204 円 11,625 円 ▲579 円 ▲4.74% 

 

   被保険者数及び件数が前年比増となっているのに対し、柔整療養費総額及び申請書

１件当たり額が縮減していることから、医療費通知に一定の効果があったと考える。 
 
５ 課題と対策 
  平成２５年度第２回までの通知において、医療費削減効果がみられたことから、平成

２６年度も継続して医療費通知事業を実施する。 
  不正請求など疑義がある場合は、国・県と連携しながら適宜対応していく。 


